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市の現状 

基本目標１ 地域福祉を広げる基盤づくり 

 

市民意識調査によると、各サービス等の情報の入手先は、すべて市の広

報等が最も多く、また、利用者主体の「福祉サービス」実現するために必

要なことでは「福祉サービスに関する情報提供の周知を充実する」が最も

多く、市からの情報提供、情報の周知が求められています。 

一方で、身近な人からの支援を受けることができない人への支援を考

えた時に、ワークショップにおいて、個人情報保護の観点から必要な情報

が得られずに支援につながらない場面や、専門的な相談支援や外出時の

支援など地域住民だけでは対応が困難である事例などの意見があげられ

ており、地域での支えあいを可能にするための仕組みづくりが求められ

ます。 

 

■Ｑ．あなたは、次のア～キに関する知識、情報をどこから得ていますか。それぞれの項目につ

いてお答えください。≪市民意識調査≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■Ｑ．あなたは、利用者主体の「福祉サービス」を実現するために、どのようなことが必要にな

ると思いますか。≪市民意識調査≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■上位 3 位までの順位 

 1 位 ２位 3 位 

ア．保育、子育て支援 市の広報等 46.5 テレビ等 28.1 近隣の人等 22.3 

イ．障害者の福祉 市の広報等 36.9 テレビ等 25.6 インターネット 11.5 

ウ．保健・健康づくり 市の広報等 50.6 テレビ等 29.0 近隣の人等 15.4 

エ．高齢者の福祉 市の広報等 41.2 テレビ等 27.3 近隣の人等 13.5 

オ．介護保険 市の広報等 36.3 テレビ等 25.6 近隣の人等 15.0 

カ．地域の助け合い 市の広報等 42.1 近隣の人等 16.5 テレビ等 16.3 

キ．医療・保健 市の広報等 42.9 テレビ等 29.0 インターネット 18.8 

№ 選択肢 （％）

1 福祉サービスに関する情報提供の周知を充実する 60.4         

2 的確な相談が受けられるようにする 55.4         

3 苦情に対して、適切な対応ができるようにする 18.7         

4 サービスの内容を評価する仕組みをつくる 16.5         

5 行政やサービス事業者の情報公開を進める 35.8         

6 市民が、福祉に関わる法律や制度について、学習できる機会や場を提供する 15.0         

7 ボランティアの育成や活動への支援を充実させる 13.1         

8 利用者の人権を保護する仕組みをつくる 13.7         

9 その他 1.3           

10 わからない 8.3           

無回答 1.7           
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基本施策１ 福祉に関する情報提供 

 

取り組みの方向性 

市や社会福祉協議会が実施する事業の周知や各種福祉情報の提供を行うにあたり、市

民にわかりやすい広報紙の作成やホームページ等の内容の充実が求められています。 

さらに、関係機関における情報共有や連携を強化し、情報提供体制の一層の整備を図

る必要があります。 

 

で取り組みましょう 

▶市や社会福祉協議会が発行する情報誌を読んでみましょう 

▶市や社会福祉協議会が発信する情報をホームページ等で確認しましょう 

▶自らが得た情報を隣近所や行政区内で共有しましょう 

 

で取り組みましょう 

▶日頃からお互いへの感謝の気持ちを持ちましょう 

▶一人ひとりが地域の人々に関心を持ちやすいように相互の交流の機会を活性化しまし

ょう 

▶個人の取り組みが行いやすいような雰囲気づくりを行いましょう 

 

▶ 市が取り組みます 

事業名 取り組み内容 担当課等 

総合福祉パンフレットの作成 

高齢者、障害者、介護保険、子育て、保健な

ど各分野ごとのサービスを紹介する「総合福

祉パンフレット」を作成し、担当課窓口や市

民課窓口などで配付することにより、各種福

祉情報の周知に努めます。 

健康福祉部 

福祉情報の提供 

市広報誌への福祉情報掲載機会を増やすと

ともに、ホームページの福祉情報掲載内容の

充実を図り、市民への情報提供に努めます。 

健康福祉部 

意見交換会、出前講座の実施 

地域や福祉の現場で活躍する方々の考えを

把握し、今後の事業の展開に反映するため、

一般市民を対象とした福祉サービスに関す

る意見交換会や出前講座を開催していきま

す。 

健康福祉部 

 

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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事業名 取り組み内容 担当課等 

子育てハンドブックの作成 

子育て世帯の育児不安緩和の手助けとなるよ

う、ハンドブックを作成し、保護者に情報の提

供をします。 

子ども家庭課 

総合相談支援の充実 
高齢者の健康や福祉、医療や生活に関するこ

となど、あらゆる相談に対応します。 
介護保険課 

適切で有効な情報提供の充実 

介護予防などのリーフレット作成や、高齢者

に対し介護予防教室を実施し、要介護状態に

なることを予防します。 

介護保険課 

健康相談体制の充実 
すべての市民が気軽に心身の健康に関する相

談ができる体制を整備します。 
健康増進課 

健康づくりの啓発・普及 
イベントやライフステージに応じた各種健康

教室を開催し、健康づくりを促進します。 
健康増進課 

健康情報の提供 

広報紙やインターネットを活用し、健康づく

りを実践するための情報、正しい知識の普及、

啓発に努めます。 

健康増進課 
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基本施策２ 相談支援体制の充実 

 

取り組みの方向性 

住民の多様な相談に対し、福祉・保健・医療・介護・教育・就労の分野で専門窓口の

連携を図り、気軽に相談し課題解決に向け相談し合える体制づくりを目指していきます。 

そのためには、ワンストップによる対応ができる支援体制の整備を推進し、市や社会

福祉協議会の広報誌やホームページ、ガイドブック等を通じた情報提供を充実する必要

があります。 

 

で取り組みましょう 

▶市や社会福祉協議会の相談機関を調べてみましょう 

▶気になることがあったら相談機関を活用しましょう 

▶隣近所に困っている人がいたら話を聞いてみましょう 

 

で取り組みましょう 

▶困っている人がいたら相談にのりましょう 

▶相談機関や民生委員等を紹介しましょう 

▶相談窓口等の情報を住民に周知しましょう 

 

▶ 市が取り組みます 

事業名 取り組み内容 担当課等 

福祉相談窓口機能の充実 

市民からの様々な福祉相談に対応するため、

わかりやすい案内標示や職員の資質向上を図

り、相談機能の充実に努めます。 

健康福祉部 

各種相談機関との連携強化 

多様化する相談に対応するため、各担当課や

専門機関との連携強化を図り、適切でスムー

ズな対応ができるように努めます。 

健康福祉部 

民生委員・児童委員協議会 

への支援 

民生委員・児童委員が各担当地区で市民と行

政のパイプ役として活動できるよう、研修会

などを開催し、最新の福祉情報を提供できる

よう支援します。 

社会福祉課 

 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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事業名 取り組み内容 担当課等 

地域包括支援センターの充実 

地域包括ケアの中核拠点として、高齢者の相

談支援、介護予防事業推進、介護サービスの包

括的な対応を強化するとともに、在宅介護支

援センターとの連携を図ります。 

介護保険課 

社会福祉協議会との連携 

高齢者が必要とする介護サービス量の増加に

伴い、保健、医療、福祉サービスなどを関係機

関と検討をしながら、行政、地域包括支援セン

ター、社会福祉協議会などとの連携を強化し、

情報の共有を図ります。 

社会福祉課 

介護保険課 

母子・父子生活支援事業の充実 

母子・父子自立支援員などの専門員を配置し、

母子・父子等の悩みごとや心配ごとの相談に

応じ、母子・父子等家庭の生活の安定を図りま

す。 

子ども家庭課 

家庭児童相談室運営業務 

家庭における適正な児童養育を図るため、家

庭児童福祉に関する相談指導業務を強化しま

す。 

子ども家庭課 

子育て世代包括支援センター

事業 

妊娠・出産・産後の健康状態や発育・発達に関

する相談など，母子の健康及び子育て全般に

関する相談に対応しています。 

子ども家庭課 
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基本施策３ 福祉意識の向上 

 

取り組みの方向性 

市民一人ひとりの福祉に対する理解や支えあいの意識を醸成し、さらには、地域福祉

の主体としての自覚を促すため、学校教育における福祉教育の推進や、市民全体の意識

啓発、地域福祉の理念の普及、地域福祉活動のＰＲに取り組みます。 

 

 

で取り組みましょう 

▶子ども、女性、障害者及び高齢者等すべての市民の人権を尊重しましょう 

▶人権尊重の態度を習慣として身につけましょう 

 

で取り組みましょう 

▶子ども、女性、障害者及び高齢者等すべての市民が、虐待等により人権が侵害されな

いよう市と連携して対応しましょう 

▶人権問題等を生み出す意識を改善するように努め、地域での住民同士の交流や活動の

中から、お互いを認めあう気持ちを育てましょう 

 

▶ 市が取り組みます 

事業名 取り組み内容 担当課等 

各種福祉講座、講演会の実施 

福祉に関する講座やシンポジウムの開催な

ど、福祉について考える機会を提供し、福祉意

識の普及に努めます。 

社会福祉課 

介護保険課 

社会福祉協議会 

広報誌による地域福祉活動の 

事例の紹介 

地域における各種福祉活動について、広報誌

などを通じて紹介し、市民の福祉意識の啓発

に努めます。 

健康福祉部 

社会福祉協議会 

学校教育における福祉意識の

普及 

人権に関する授業の実施や福祉施設への訪問

やボランティアを体験することにより、子ど

もの時から、福祉に対し関心を持つよう努め

ます。 

社会福祉課 

指導課 

生涯学習活動における 

福祉意識の啓発 

生涯学習活動を通じ、高齢者や障害のある方、

子育て家庭等すべての人権に対する理解が深

まるよう努めます。 

生涯学習課 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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市の現状 

 

基本目標２ 地域づくりを担う人づくり 

 

市民意識調査の結果では、地域活動やボランティア活動に対する若い

世代の関心が薄くなっており、活動への参加や助けあい、支えあいの意識

が弱まっています。 

また、これまで地域を支えてきた人たちの高齢化も進んでおり、自治会

をはじめとした活動の担い手が不足している状況です。 

しかしながら、ワークショップでは、活動への参加のきっかけや支援があ

れば何かをしたいという声も多く、若い世代の意識の醸成に向けた福祉教育

や誰もが参加しやすい講座を充実するなど、様々な視点から地域を担う人材

の育成を進める必要があります。 

 

■Ｑ．今後、ボランティア活動の輪を広げていくために、どのようなことが必要だと思います

か。≪市民意識調査≫ 

 

■ボランティア活動に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

35.8 

35.6 

32.5 

30.8 

21.0 

16.0 

15.2 

12.3 

1.2 

12.7 

3.3 

0% 20% 40%

学校教育の一環として

ボランティア活動を活発に行う

ボランティアに経済的負担がかからないように

交通費などの実費を援助する

ボランティアとボランティアを必要とする

人を結ぶ仕組みを拡充する

企業などがボランティア休暇を

認めるなどの特別な配慮をする

ボランティア活動に関する相談や

拠点となる場所を提供する

ボランティアについての普及啓発

（積極的な呼びかけ）を行う

地域での子どものボランティア活動を充実させる

ボランティア研修を開催する

その他

わからない

無回答

ｎ=520
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基本施策１ 福祉教育の充実 

 

取り組みの方向性 

小中学校においては、子どもの頃から福祉に関心を持ち、思いやりの心や奉仕の心を

育むことが大切です。そのため、子どもの頃からの福祉教育や地域での様々な活動への

参加体験を通して福祉の意識づけを進めます。また、すべての市民が、地域福祉の推進

役として活躍できるよう、生涯学習機会、イベント等を通じて、支えあう意識や地域福

祉を実践する力を育む場づくりを推進します。 

 

 

で取り組みましょう 

▶福祉への関心を持ちましょう 

▶地域のことについて身近な人と話をしましょう 

▶地域でどのような活動が行われているか関心を持ち、参加しましょう 

 

で取り組みましょう 

▶自らが福祉サービスの受け手であると同時に、担い手であることを意識しましょう 

▶生涯を通じて福祉への関心、理解を高め、自分の興味のある福祉講座などに積極的に

参加しましょう 

 

▶ 市が取り組みます 

事業名 取り組み内容 担当課等 

学校教育における福祉意識の

普及 

人権に関する授業の実施や福祉施設への訪問

やボランティアを体験することにより、子ど

もの時から、福祉に対し関心を持つよう努め

ます。 

社会福祉課 

指導課 

生涯学習活動における 

福祉意識の啓発 

生涯学習活動を通じ、高齢者や障害のある方、

子育て家庭等すべての人権に対する理解が深

まるよう努めます。 

生涯学習課 

 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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基本施策２ 地域福祉を推進する担い手の育成 

 

取り組みの方向性 

福祉コミュニティの創造に向けては、地域福祉推進の担い手の育成が求められていま

す。そのため、ボランティア活動のきっかけとなる養成講座を開催するとともに、その

後のフォローアップ体制を強化し、担い手の地域への定着を図る必要があります。 

 

で取り組みましょう 

▶講座や研修等で得た知識を地域の活動に生かしましょう 

▶地域自治会や各種団体の活動の役割や内容を理解し、地域社会の一員として活動に参

加・協力しましょう 

 

で取り組みましょう 

▶知識や経験のある人等を発掘し、地域活動への参加を促しましょう 

▶団塊の世代等を含め定年退職した人に対し、地域活動への参加を促しましょう 

▶地域行事や団体活動の重要性や、支えあいの大切さ等を、積極的に話しあいましょう 

 

▶ 市が取り組みます 

事業名 取り組み内容 担当課等 

ボランティア活動センターへ

の支援 

社会福祉協議会におけるボランティア活動セ

ンターの周知を図り、その活動などの支援に

努めます。 

社会福祉課 

社会福祉協議会 

ボランティア活動団体への 

助成・支援 

ボランティアや市民団体の自発的活動を支援

するための支援に努めます。また、ボランティ

ア活動保険への助成を行います。 

社会福祉協議会 

ボランティア活動の推進 

ボランティア啓発交流事業の開催やボランテ

ィア活動への顕彰の実施、ボランティア連絡

会への支援など、活動を推進します。 

社会福祉協議会 

 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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基本施策３ ボランティアの育成 

 

取り組みの方向性 

地域福祉活動においては、地域住民がボランティアとして参加しており、そのような

方々の力で活動が支えられています。このことからも言えるように、地域福祉の取り組

みを進めるうえで、ボランティアの力は必要不可欠です。 

しかし、地域の現場においては、担い手がいないという実態が見られます。地域福祉

活動におけるボランティアの意義を広く啓発するとともに、新しい方が活動に参加しや

すい環境づくりに取り組むなど、地域の特性を生かした工夫を図ることが必要です。 

 

 

で取り組みましょう 

▶各種講座等に参加し、ボランティアに対する理解を深め、ボランティアの大切さを認

識しましょう 

▶ボランティア活動の楽しさを周りの人に伝えましょう 

▶趣味や特技、経験を生かすなど、身近なところからボランティア活動に参加しましょ

う 

 

で取り組みましょう 

▶ボランティア団体は、市民への積極的な情報発信とともに、地域自治会や行政との連

携を図りましょう 

▶児童・生徒がボランティア活動に参加できる機会をつくりましょう 

▶団体の活動を継続し続けるため、後継者の育成に努めましょう 

 

▶ 市が取り組みます 

事業名 取り組み内容 担当課等 

ボランティアの発掘と育成 

ボランティアに関する各種講座や講習会など

の充実を図り、新たな人材の発掘や育成事業

を展開するとともに、ボランティア活動など

に関する情報提供に努めます。 

（主な事業）腕まくり講座、ボランティア専門

講座、ボランティアスキルアップ講座の開催

等 

社会福祉協議会 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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市の現状 

基本目標３ 助けあい支えあいの地域づくり 

 

市民意識調査の結果から、多くの市民が近所付き合いや地域のつなが

りは必要であると考えており、年代が高くなるにしたがって必要性が上

がる傾向が見られます。 

しかし、ワークショップでは、近所付き合いがなく、関わりを持ちたく

ても、きっかけづくりがわからないといった意見が多くあげられており、

顔の見える関係づくりが今後の課題となっています。 

また、身近な地域に住民が集う機会や場所がなく、居場所がない 1 人暮

らし高齢者や高齢者のみの世帯が増えていることなどが問題提起されてお

り、地域の絆を再構築することが求められています。 

 

■Ｑ．あなたは、地域の人々がお互いに支えあっていくうえで大切なことは、どのようなことだと思いますか。

≪市民意識調査≫ 

 

■地域の人々が支えあううえで大切なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.7 

38.3 

31.0 

17.1 

15.4 

9.8 

2.1 

10.0 

3.1 

0% 35% 70%

隣近所の住民同士の普段からのつきあい

ひとりで暮らしている高齢者の見守りなどの活動

地域が行う防災活動などの日常的な協力活動

スポーツやレクリエーション活動を通じた健康づくり

子どものしつけや子育て

障害のある人とない人との交流

その他

よくわからない

無回答

n=520
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基本施策１ 地域コミュニティの醸成 

 

取り組みの方向性 

地域福祉の実現のためには、行政だけではなく、地域住民や地域で活動する諸団体な

どが幅広く結びつき、ともに同じ目標に向かって取り組んでいくことが重要と考えられ

ます。また、相互の交流が活発に行われることで、地域の抱える課題を住民が共有する

ことができると思われます。そこで、様々な機会を通じて多様な住民が交流を図れるよ

う取り組みます。 

 

で取り組みましょう 

▶地域での支えあい・助けあいという地域福祉の意識を持ちましょう 

▶地域の情報に関心を持ち、地域の理解を深めましょう 

▶地域でのイベントや各種ボランティア活動等に進んで参加しましょう 

 

で取り組みましょう 

▶地域の行事やイベントで地域福祉に関わる内容を盛り込む等、福祉意識の啓発を図り

ましょう 

▶地域の行事やイベントでは、開催する時間や曜日の設定を工夫し、子どもをはじめ、

多くの人が参加しやすい環境づくりに配慮しましょう 

 

▶ 市が取り組みます【交流事業への支援・活動拠点の充実】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

交流の場の確保 

各公共施設の利用について、利用内容を含め

た情報提供を図るとともに、利用促進に向け

た体制づくりに努めます。 

施設所管課 

地域における 

各種イベント等への支援 

市民主体による各種催しやイベントについて

周知するとともに、積極的に支援・参加するよ

う努めます。 

健康福祉部 

高齢者の経験や知識を 

活かした活動の支援 

高齢者の持つ知識や経験を学校教育や地域活

動の中で活かす機会や場づくりを、今後も継

続して支援します。 

生涯学習課 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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事業名 取り組み内容 担当課等 

公共施設等の 

利用促進に関する調整 

公共施設などをより多くの市民が利用できる

よう、利用促進に向けた調整に努めます。 
健康福祉部 

社会資源の把握 

市民が様々な活動できる場所などの情報収集

を行い、地域における社会資源の把握に努め

ます。 

健康福祉部 

 

▶ 市が取り組みます【見守り支援】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

民生委員・児童委員との連携 

見守りが必要な 1 人暮らし高齢者などについ

て、民生委員・児童委員との連携を強化し、対

象者の把握に努めます。 

社会福祉課 

地域ケアシステムの推進 

在宅の高齢者や障害のある方に対し、福祉・保

健・医療の各種在宅サービスを提供するため、

「在宅ケアチーム」を組織し、見守りなどを含

めた総合的なケアシステムを推進します。 

介護保険課 

社会福祉協議会 

要保護児童対策事業 

要保護児童対策地域協議会を設置し、虐待を

受けている児童、あるいはその家庭に対し、適

切な指導、より良い支援を行っていくととも

に、虐待防止の啓発活動を行います。 

子ども家庭課 

心の健康相談 
心の健康等の悩みに対して保健師が相談を受

けます。 
健康増進課 

自殺予防の啓発 
中学生とその保護者を対象にリーフレットを

配布します。 
健康増進課 
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基本施策２ 福祉サービスの利用促進 

 

取り組みの方向性 

介護が必要な人や障害のある人などが地域で自立した生活を送るためには、個々の生

活課題に応じた支援体制の充実が必要となります。 

また、制度や公的なサービスだけでは対応できない地域課題が多くなっており、市や

社会福祉協議会、地域住民、関係機関等による支援が求められます。 

 

 

で取り組みましょう 

▶サービスに関する情報を積極的に入手し、適切な利用に努めましょう 

▶福祉･保健･医療の各分野の情報に常に関心を持ちましょう 

▶身近に支援を必要とする人がいる場合には、相談に乗り、サービス利用を勧めましょ

う 

 

で取り組みましょう 

▶利用者が住み慣れた地域で生活できるよう、質の高い在宅福祉サービスの提供に努め

ましょう 

▶福祉事業者は、職員の資質向上のため、研修会等を積極的に活用しましょう 

▶福祉事業者は、地域との交流を促進する等、地域への貢献活動を行いましょう 

 

▶ 市が取り組みます 

事業名 取り組み内容 担当課等 

日常生活自立支援事業の推進 

関係各課と社会福祉協議会との連携を強化

し、認知症高齢者、知的障害者、精神障害者な

どで、判断能力が不十分な方に対する利用支

援に努めます。 

社会福祉課 

社会福祉協議会 

成年後見制度利用支援事業の 

充実 

認知症高齢者、知的障害者、精神障害者の方や

その家族などからの相談に応じ、利用に係る

費用負担が困難な方に対し、その費用を支援

するなど、事業の充実や促進に努めます。 

社会福祉課 

介護保険課 

 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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事業名 取り組み内容 担当課等 

地域包括支援センターにおけ

る支援体制の強化 

・認知症高齢者に対する成年後見制度の利用

手続きに対する支援を強化します。 

・高齢者虐待防止のため、虐待の早期発見、把

握に努め、ネットワークによる支援体制を強

化します。 

・悪質な訪問販売や詐欺商法から高齢者を守

るため、被害防止のための情報提供に努めま

す。 

介護保険課 

商工観光課 

児童虐待防止の支援体制の強

化 

児童虐待防止のため、虐待の早期発見、把握に

努め、関係機関とのネットワークを構築し、支

援体制を強化します。 

子ども家庭課 
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基本施策３ 就労相談・就労支援の充実 

 

取り組みの方向性 

地域では、民生委員・児童委員をはじめ、福祉、教育、防災、人権分野など、多くの

団体が組織され、様々な活動を行っており、支援体制を充実するためには、そうした活

動への地域住民の主体的な参加が求められます。 

今後はより一層、各地域における見守り活動や生活支援の取り組みが必要とされるた

め、各種団体の活動を周知し、活動への参加促進や情報提供等を進めていくことが必要

です。 

また、就労を希望する方には、相談体制や働く機会の確保などの取り組みを充実しま

す。 

 

で取り組みましょう 

▶就労意欲をもち、自立できるよう努めましょう 

▶ハローワークや鹿行地区就職支援センター（ジョブカフェろっこう）等に、就労相談

を行いましょう 

 

で取り組みましょう 

▶安定した就労生活を送れるよう、仕事の悩みについての相談や話し相手になりましょ

う 

▶事業所等では、障害者雇用を検討し、雇用につなげましょう 

▶事業所等では、高齢者や障害者、子育て世帯等の人が安心して働ける職場環境の整備

や支援体制を整えましょう 

 

▶ 市が取り組みます【情報提供・相談体制の充実】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

就労支援機関に関する 

情報提供の充実 

就労を希望している方に対し、鉾田市地域職

業相談室や鹿行地区就職支援センター（ジョ

ブカフェろっこう）などの周知を図り、その利

用促進に努めます。 

社会福祉課 

介護保険課 

子ども家庭課 

商工観光課 

就業支援、相談体制の充実 

高齢者、障害者、ひとり親家庭などに対する就

業支援や相談体制の充実を図り、経済的自立

及び生活意欲の助長促進に努めます。 

社会福祉課 

介護保険課 

子ども家庭課 

社会福祉協議会 

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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▶ 市が取り組みます【就労支援】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

シルバー人材センターの充実 

高齢者の就業機会を確保し、生きがいの充実、

社会参加の推進を図るための支援の充実に努

めます。 

介護保険課 

シルバー人材 

センター 

就業支援 

障害者福祉支援事業所の充実を図り、障害の

ある方が、創作活動や生産活動を通じて、社会

参加できるよう努めます。 

社会福祉課 
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市の現状 

基本目標４ 暮らしの安全・安心なまちづくり 

 

市民意識調査の結果、困っている時や災害時に、自治会などによる声掛

けや簡単な援助を頼みたいと回答した方が 76.7％となってます。 

また、ワークショップにおいても、災害時に関する情報や地域住民意識

の問題、災害時や緊急時に支援を必要とする住民が多いことなどがあげ

られており、地域の安全・安心に関わる施策や取り組みの重要性が高まっ

ている状況です。 

さらに、高齢者や障害者の権利擁護や生活困窮などの多様な問題への

対応が求められており、そうした住民を地域で支えるための仕組みづく

りが重要です。 

 

■Ｑ．身近な地域による助けあいが大切であると言われています。お体の具合が悪くなったり、

寝たきりになった場合や災害の時に、自治会などによる声掛けや簡単な援助をしてもらうことに

ついてどう思いますか。≪市民意識調査≫ 

 

■自治体などによる声掛けや簡単な援助をすることについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地区別 

 

 

 

  

13.8 62.9 10.4 

0.4 

9.6 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひとも頼みたい 状況によっては頼みたい なるべくなら遠慮したい

ぜったいに拒否したい わからない 無回答

n=520

ぜひとも
頼みたい

状況によって
は頼みたい

なるべくなら
遠慮したい

ぜったいに
拒否したい

わからない 無回答

全  　　体 13.8 62.9 10.4 0.4 9.6 2.9

旭　 地区 9.5 58.7 15.9 0.8 11.1 4.0

鉾田地区 12.3 66.8 9.7 0.0 8.6 2.6

大洋地区 22.5 57.5 6.7 0.8 10.8 1.7
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基本施策１ 災害時・緊急時の支援体制の強化 

 

取り組みの方向性 

近年、地震や大雨などによる自然災害が頻発しており、日頃から災害時を意識した、

支えあいによる地域づくりを行う必要があります。 

防災への意識を高めるためには、防災活動への参加や災害時における避難場所として

の民間の福祉施設等と連携体制の確保とともに、災害時に高齢者や障害者等の災害時要

支援者が安全に避難できるよう個別の避難支援体制の構築が求められています。 

 

で取り組みましょう 

▶家族と災害時のことについて話をしましょう 

▶日頃から支援が必要な人との関係づくりに努めましょう 

▶市や地域で実施している防災訓練や避難訓練に積極的に参加しましょう 

 

で取り組みましょう 

▶避難行動要支援者の把握を行い、万が一のための近隣住民の協力体制を整備しましょ

う 

▶地域活動を通じ、避難行動要支援者の日常的な見守り活動を行いましょう 

▶災害等の発生に備えて、地域の避難場所の確認や緊急連絡の方法等の相談を行いまし

ょう 

 

▶ 市が取り組みます【災害時・緊急時の体制】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

自主防災組織の推進 自主防災組織の組織化について支援します。 総務課 

要支援者名薄の作成 

民生委員・児童委員と連携し、日頃から 1 人

暮らし高齢者や障害のある方などの把握を

し、災害時には、その情報を関係機関と情報共

有できるよう努めます。 

社会福祉課 

高齢者世帯火災報知器の給付 

簡易火災報知器を給付し、火災時に 1 人暮ら

し高齢者などが速やかに安全の確保を図れる

よう努めます。 

介護保険課 

 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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事業名 取り組み内容 担当課等 

緊急通報システム事業 

1 人暮らし高齢者などが急病等の緊急時に消

防機関へ迅速な通報ができるよう、緊急通報

端末装置の設置や機器の定期点検に努めま

す。 

介護保険課 

災害ボランティアの育成 

災害ボランティアを育成し、市民の防災意識

の向上を図ります。救急救命講習の実施、日赤

奉仕団の編成、災害ボランティア講習会の実

施。 

社会福祉課 

社会福祉協議会 
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基本施策２ 生活支援に対する強化 

 

取り組みの方向性 

安心して地域や住み慣れた居宅で生活できるよう関係機関・団体等が連携を強化する

ことが必要です。 

そのためには、地域課題の解決を図るため、情報収集や連絡調整、社会資源の開発等

を行い、的確かつ早期な対応ができるよう体制の充実が求められます。 

 

 

で取り組みましょう 

▶市や社会福祉協議会などが発信する情報の収集に努めましょう 

▶地域で生活に不安を抱える人がいたら、関係機関に相談しましょう 

▶１人で悩まずに相談をするようにしましょう 

 

で取り組みましょう 

▶地域で孤立しがちな人を、地域で気づき合える環境をつくりましょう 

▶支援が必要な人に対し、地域自治会や民生委員・児童委員、社会福祉協議会との連携

のもと、相談をはじめ、公的支援制度への利用につなげましょう 

 

▶ 市が取り組みます【生活困窮者支援】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

民生委員・児童委員との連携 

見守りが必要な 1 人暮らし高齢者などについ

て、民生委員・児童委員との連携を強化し、対

象者の把握に努めます。 

社会福祉課 

地域ケアシステムの推進 

在宅の高齢者や障害のある方に対し、福祉・保

健・医療の各種在宅サービスを提供するため、

「在宅ケアチーム」を組織し、見守りなどを含

めた総合的なケアシステムを推進します。 

介護保険課 

社会福祉協議会 

 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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事業名 取り組み内容 担当課等 

石上資金貸付事業 

本市に居住する低所得者で、一時的に生活困

窮に至っている方を対象に５万円を限度額と

して無利子にて貸付を行います。 

（１）本市に居住する低所得者で、借入金の償

還能力があること。 

（２）一時的に生活困窮に至っていること。 

（３）確実な保証人があること。 

社会福祉課 

生活福祉資金貸付事業 

低所得者、障害者または高齢者の方に対し、資

金の貸付けと必要な援助指導を行い、安定し

た生活が送れるよう支援します。 

社会福祉協議会 

生活保護事業 

生活に困窮している方が、健康で文化的に最

低限度の生活を営むことができるよう、経済

的援助などを行うとともに、社会的自立に向

けての支援を行います。 

社会福祉課 

小中学校就学援助事業 

経済的な理由によって就学が困難と認められ

る児童生徒の保護者に対して必要な援助を行

います。 

教育総務課 
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基本施策３ 日常生活における生活基盤の充実 

 

取り組みの方向性 

子育て家庭や高齢者、障害のある人、生活困窮者など支援の必要な人が、地域で孤立

しないよう近隣での支えあいを推進することが求められています。 

些細なことも見逃さず連携がとれる体制を整備するため、市や社会福祉協議会、地域

住民、民生委員児童委員、関係機関・団体等が連携し、見守りが必要な人の早期把握と

継続した見守り活動を推進する必要があります。 

 

 

で取り組みましょう 

▶地域で支援を必要とする人を把握し、日頃の見守りについて話しあいましょう 

▶地域の子どもの健全育成と安全を守るため防犯パトロール等に参加しましょう 

▶個人や地域で対応が困難な場合は、市や社会福祉協議会、関係機関等に連絡しまし

ょう 

 

で取り組みましょう 

▶地域ぐるみで、買い物の難しい高齢者や障害者等の買い物の代行等、支えあいの関係

を築きましょう 

▶犯罪の特徴や発生箇所、不審者の情報等、防犯につながる情報を行政や警察等から収

集し、回覧板等を活用し地域で情報共有を図りましょう 

▶日頃から健康や医療に関する情報交換を積極的に行いましょう 

 

▶ 市が取り組みます【外出支援】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

各種移送サービスの利用周知 
各種移送サービスに対する利用の促進と、制

度の周知に努めます。 
社会福祉課 

移動支援事業 

屋外での移動が困難な障害者などに対し、ホ

ームヘルパーを派遣して外出のための移動を

支援することにより、地域における自立生活

及び社会参加の促進を図ります。 

社会福祉課 

 

  

市民として取り組みます 

地域住民として取り組みます 
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事業名 取り組み内容 担当課等 

重度心身障害児者福祉 

タクシー利用料金助成事業 

重度心身障害児者が医療機関などへの通院等

に要する交通費の一部を助成し、重度心身障

害児者の福祉の増進を図ります。 

社会福祉課 

 

▶ 市が取り組みます【育児等の援助】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

ファミリーサポートセンター

事業 

子育てに関する援助活動のできる方とそれを

希望する保護者などを会員登録し、有償でサ

ービスを提供します。 

子ども家庭課 
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▶ 市が取り組みます【各種健診体制】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

母子保健事業の充実 

乳幼児健診を定期的に実施し、月齢に応じた

問診、診察、検査計測により、発育発達及び疾

病などの異常の早期発見・予防に努めます。ま

た、就学までの一貫した健康管理を行います。 

健康増進課 

成人を対象として健診の充実 

特定健診やがん検診など、生涯各期に応じた

健康診査の充実に努めます。さらに検診結果

を今後の生活に生かし、予防・改善対策が重要

であることを広く啓発します。 

健康増進課 

 

▶ 市が取り組みます【地域医療体制】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

在宅当番医制度の充実 

鹿嶋医師会の協力のもと、休日における市民

の救急疾病などにかかる診療を当番制で受け

入れます。 

健康増進課 

病院輪番制の充実 

休日及び夜間における入院治療を必要とする

重症救急患者の医療を広域的に確保するた

め、鉾田市・行方市・小美玉市の一部の病院群

と連携し、救急医療にあたります。 

健康増進課 

夜間小児救急体制の充実 
鹿嶋市と連携し、夜間における小児救急体制

の充実を図ります。 
健康増進課 

地域ケアシステムにおける 

保健、福祉、医療の連携強化 

市民が総合的な福祉サービスが受けられるよ

う、「地域ケアサービス調整会議」などの充実

を図り、保健、福祉、医療の各機関との連携強

化に努めます。 

介護保険課 

社会福祉協議会 
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▶ 市が取り組みます【都市基盤、生活基盤】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

道路改修事業 

安全な通学路の確保と高齢者や障害者などに

配慮した地域住民の快適な住環を満たすた

め、路面の段差解消などの整備に努めます。 

道路建設課 

公共施設等改修事業 

高齢者や障害のある方の利用に配慮した施設

改修に努め、ユニバーサルデザインに基づく

公共施設の整備を図ります。 

施設所管課 

重度の障害者に対する 

住宅改修費助成事業 

重度の障害者に対し、住み慣れた家で生活が

継続できるよう住宅改修費の助成を行い、住

宅のバリアフリー化支援を行います。 

社会福祉課 

 

▶ 市が取り組みます【苦情対応の充実】 

事業名 取り組み内容 担当課等 

民間事業者との連携強化 

利用者からの意見・要望などをサービスの質

の向上につなげていくため、民間事業者との

連携強化に努めます。 

健康福祉部 
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計画の目標値 

 

本計画の目標値を設定し、各事業の総合的な推進を図るとともに、本市における地域福

祉の推進に努めます。現状値及び 2023 年度の目標値は「市民意識調査」とします。 

 

■基本目標１ 地域福祉を広げる基盤づくり 

地域への関心を高め、福祉に対する理解を深める学習や体験の機会を充実します。 

項   目 現状値 
2023 年度

目標値 

地域の助けあいやボランティア活動に関心のある割合 

「少しは関心がある」と「非常に関心がある」回答割合の合計 
63.0％ 65.0％ 

共助において重要なことの割合 

「より多くの人に地域や福祉に関する情報を広める」回答割合 
38.5％ 42.0％ 

 

■基本目標２ 地域づくりを担う人づくり 

誰もが笑顔でつながることのできる地域の絆づくりを進めます。 

項   目 現状値 
2023 年度

目標値 

地域のいろいろな行事や活動などに参加している割合 

「よく参加している」と「時々参加している」回答割合の合計 
46.9％ 50.0％ 

ボランティアセンターの認知度 

「名前も活動内容もほとんど知っている」割合 
4.4％ 10.0％ 

お体の具合が悪くなったり、寝たきりになった場合や災害時に、

自治会などによる声掛けや簡単な援助を希望する割合 

「ぜひ頼みたい」と「状況によっては頼みたい」回答割合の合計 

76.7％ 78.0％ 

 

■基本目標３ 助けあい支えあいの地域づくり 

思いやりの心を持って、助けあい支え合えるまちづくり/地域福祉活動を推進します。 

項   目 現状値 
2023 年度

目標値 

自助において重要なことの割合 

「地域に関心を持つ」回答割合 
50.6％ 55.0％ 

自助において重要なことの割合 

「できる範囲で地域に貢献する」回答割合 
42.7％ 45.0％ 

鉾田市の福祉施策の取り組みの満足度の割合 

「満足」と「やや満足」回答割合の合計 
35.0％ 40.0％ 
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■基本目標４ 暮らしの安全・安心なまちづくり 

安心して暮らすことのできるまちづくり/身近な地域での福祉活動を推進します。 

項   目 現状値 
2023 年度

目標値 

安心して暮らせる生活環境の整備の割合 

「満足」と「やや満足」回答割合の合計 
15.8％ 18.0％ 

経済的支援の充実の割合 

「満足」と「やや満足」回答割合の合計 
8.6％ 10.0％ 
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